
日本ケーブルテレビ連盟 四国支部 オータムセミナーにおいて講演

令和８年１０月２９日（木）、香川県丸亀市内で開催された日本ケーブルテレビ連盟四国支部「オータムセミナー」
（ケーブルテレビ事業者や番組配信・供給事業者など約１３０名が参加）において、総務省四国総合通信局の森下
局長から「情報通信行政の最近の動向」と題して講演を行いました。

同講演では、政府における「日本成長戦略」及び「地域未来戦略」の取組動向の概要を説明するとともに、瀬戸内地域
における次世代船舶に関する｢戦略産業クラスター計画」や四国４県それぞれの「地域産業クラスター計画」等を紹介し、
総務省四国総合通信局としても積極的に取り組んでいく方針について説明しました。また、現在、来年度予算につき概算
要求中の総務省の「地域社会AX/DX推進パッケージ事業」等について説明し、地域未来戦略の各種取組と連携を図り、
四国全体に波及効果のある産業をより重点的に支援する考えを述べました。

【お問い合わせ先】 総務省 四国総合通信局 放送課 TEL 089-936-5039 ＜講演の様子＞

支部長挨拶：日本ケーブルテレビ連盟四国支部 大橋支部長
来賓挨拶：（一社）日本ケーブルテレビ連盟 小竹専務理事
講演①：情報通信行政の最近の動向

講師：総務省 四国総合通信局長 森下 信
講演②：日本ケーブルラボ ケーブルAＩの取り組み

～ケーブルはAIにどう取り組み、どのように成長につなげるか～
講師：（一社）日本ケーブルラボ 柳原専務理事
 （一社）日本ケーブルラボ 柴垣理事

「オータムセミナー」の概要

 地域未来戦略の重点計画のひとつとして瀬戸内地域の造船業も取り上げられており、
ケーブルテレビ業界でも、地域社会を支える産業の発展に貢献できるよう、地域との
連携を一層強化していきたい。

参加者の声
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